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例　　　言

1．本書は国庫・県費補助金を受けて実施した市内遺跡緊急発掘調査報告書である。

2．本調査は可児市教育委員会（教育長　井戸英彦）を主体として実施し、文化振興課文化財係が担当した。

3．本書には、平成19～21年度に実施した15件の試掘・確認・立会調査等を掲載する。

4．本書の編集と執筆は長江英和が担当した。また、各現場作業における図面作成や写真撮影等は各担当

者が行い、その他本書掲載の図面作成は長江が担当した。

5．現場及び整理作業者の体制は次のとおりである。

調査担当者　長瀬　治義　　吉田　正人　　松本　茂生　　長江　真和

調査補助員　成尾　孝子　　本田　博志

6．遣物写真は口緑部や底部など土器の特徴がわかるものを選別して掲載し、小破片は掲載していない。

7．本書に掲載した出土遺物、図面、写真はすべて可児市教育委員会（可児郷土歴史館）で保管している。
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第1章　埋蔵文化財の有無照会

可児市では、市内遺跡発掘調査事業の一環として、市内の土地について埋蔵文化財の包

蔵の有無について照会を文書で受け付け、回答している。これは、開発行為等に際し、埋

蔵文化財を保護するため事前に把握してもらうためだけでなく、その照会記録を残すこと

により、事後の開発に対して教育委貞会と開発事業者双方がスムーズに協議し、対処しや

すくするためでもある。平成19・20・21年度の照会件数等は、次に示すとおりである。

照会者は、民間（業者・個人）、公共機関に分けられる。照会目的は、各種建物建設や

工作物建設、不動産売買、不動産鑑定評価、土地開発など多岐にわたっている。

また、本件数はあくまでも有無の照会による回答であり、実際に事業実施に至っている

とは限らない。

年　度 倬hｼi¥｢�件　数 劍��9ｩ>�vR�

有 �)Eﾉ�ｲ�無 冖2�慎重 凛x橙�試掘 冏ｸﾄ��現保 

平成19年 照会件数 312件 冕�H馼ｼb�4 ����316 �3���13 ����4 釘�4 

公共事業 ��6 湯�9 ���1 釘�3 ��

合　　計 釘�24 �3#R�310 ��B�11 唐�7 釘�

平成20年 照会件数 290件 冕�H馼ｼb� �#R�270 �#cb�9 ����8 �2� 

公共事業 ��3 唐�8 ��4 ��� ��

合　　計 ��28 �#s��274 湯�15 湯�3 ��

平成21年 照会件数 267件 冕�H馼ｼb�6 �#b�259 �#S"�8 ��R�10 �� 

公共事業 �� 湯�9 �� �� ��

合　　計 澱�26 �#c��261 唐�15 ���� ��

第1表　埋蔵文化財の有無照会、集計表

※　件数と回答内容の合計が同数とならないのは、回答に複数の内容を含むものがあるとともに、1件

の照会の中に複数場所の土地を含むものが多々あるためである。

※　傾垂一慎重工事　　立会一工事立会　　試掘一試掘調査　　本掘一本発掘調査　　現保一現状保存
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第2章　試掘・確認・立会調査など

平成19・20・21年度に実施した15件の試掘・確認調査などの内容について、着手順

に報告する。

この他に、国・県の補助金を受けた保存・整備を目的とした金山城跡（21214－

04477）の第2～4次調査を実施している。また、ため池護岸補修工事の際、新規に発見

された「ほうの木古窯（21214－11358）」は平成21年6月～7月まで本発掘調査を行い、

試掘・確認調査から本発掘調査から移行したものに平成21年10月～11月に実施した林

田追跡（21214－08846）がある。

これら、3件の調査については、本書とは別に発掘調査報告書を刊行する計画があり、

内容の重複を避けるため、掲載していない。

図1試掘・確認・立会調査位置図
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19－1　金山城城下町遺跡

1．調査原因等

可児市兼山地内において個人住宅の建設工

事が計画され、事前協議がなされた。事業予

定地は『岐阜県中世城館跡総合調査報告書

第3集』に掲載されている金山城城下町遺跡

の範囲内に含まれている。照会時には住宅が

建てられ、改変を受けていると想定されたた

め、所定の手続きを経て、工事立会を実施し

た。

立会調査は掘削作業に合わせて、平成19

年5月24日、同31日に苫田正人が行った。

2．調査内容

ボーリングによる土壌改良の際、掘削と同

時に薬剤を注入しているため、土層は不明で

あった。

図2　兼山地内立会位置図（1／2500）

基礎工事は3ヶ所、深さ0．2～0．6m掘削された。土層から掘削部分は建替え以前の盛

土部分であり、城下町遺跡に該当する遺構及び遺物は検出されなかった。

3．調査後の措置

遺跡に関連する遺構や遺物は確認できず、計画通り施工しても問題ない旨を伝えた。

4．文書手続

原因者発　平成19年5月8日付　教文振第39号　　市教委宛　埋蔵文化財発掘届出

市教委発　平成19年5月9日付　教文振第39号の2　県教委宛　同上

県教委発　平成19年5月14日付　社文第33号の33　原因者苑　立会指示通知

市教委発　平成19年6月1日付　散文振第39号の5　県教委宛　立会終了報告

19－2　土田宿・掘口地内

1．調査原因等

土田宿・堀口地内の2ヶ所において住宅建設工事が計画され、事前協議がなされた。宿

地内は宿遺跡（21214－04703）が所在している場所であり、掘口地内は踏査により埋

蔵文化財包蔵地の可能性があるため、試掘調査を実施した。土田宿地内は対象面積約640

山のうち調査面積は601ポ、土田堀口地内は対象面積約5871ガのうち調査面積は961滋で

ある。

調査期間は平成19年5月24日～6月13日まで長瀬治義・苫田正人が行った。

－3－



図3　土田宿地内試掘位置図（1／2500）　　　図4　土田堀口地内試掘位置図（1／2500）

－＋♭

図5　土田宿地内試掘平面図（1／200）

2．調査内容

土田宿地内では調査前の踏査において、縄文土器片や山茶碗片、近世陶器片等が表探さ

れており、調査区内に幅2．0m、長さ30mのトレンチを設定した。掘削深度は0．6m程

度であり、トレンチ内では自然流路と時期不明などットと土抗が検出された。耕作土中か

ら須恵器片、山茶碗片、陶器片、石器など計234点が確認され、その大半は山茶碗片であっ

た。縄文時代に帰属する遺構や遣物が皆無であることから、調査地の北側に所在する宿遺

跡の範囲に含まれないことが判明した。

土田堀口地内では調査前の踏査において、一定量の山茶碗片を表探した。調査区内に幅

2．0m、長さ34mのトレンチを軸に十字形に設定した。掘削深度は0．3m程度であり、耕

作土中からは縄文土器片、山茶碗片、陶器片など計177点が出土し、大半は宿地内同様

山茶碗片である。改変を受けていない火山灰層からは遺構・遺物は検出されなかった。

3．調査後の措置

遺跡に関連する遺構や遺物は確認できず、計画通り施工しても問題ない旨を伝えた。

4．文書手続

市教委発　平成19年6月13日付　教文振第70号　　県教委宛　試掘終了報告

市教委発　平成19年6月13目付　教文振第71号　　県教委宛　試掘終了報告

－4－



19－3　千村家屋敷跡

1．調査原因等

久々利公民館の駐車場舗装工事が計画

され、事前協議がなされた。事業予定地

は周知の埋蔵文化財包蔵地である千村家

屋敷跡（21214－04870）の範囲に含ま

れる。既設のアスファルト舗装を除去し、

再舗装が行う工事であり、アスファルト

除去に伴う掘削深度は約0．05mである。

遺構の改変の可能性は低いと考えられる

ため、所定の手続きを経て、工事立会を

実施した。

立会調査は掘削作業に合わせて、平成

19年7月25日に長瀬治義が行った。
図6　久々利地内立会位置図（1／2500）

2．調査内容

昭和48年に舗装されたアスファルトを0．05m程度除去した範囲内において遺構・遣物

はみられなかった。

3．調査後の措置

遺跡に関連する遺構や遺物は確認できず、計画通り施工しても問題ない旨を伝えた。

4．文書手続

原因者発　平成19年6月6日付　教文振第66号　　市教委宛　埋蔵文化財発掘通知

市教委発　平成19年6月7日付　教文振第66号の2　県教委宛　同上

県教委発　平成19年6月13日付　社文第44号の6　原因者宛　立会指示通知

市教委発　平成19年8月8日付　教文振第66号の4　県教委宛　立会終了報告

19－4　長塚古墳

1．調査原因等

可児市中恵土地内には国指定史跡長塚古墳（21214－04762）が所在する。長塚古墳の

史跡指定地外において、排水路及び集水研土留壁として空洞ブロック積を施工するという

ことで事前協議を行った。掘削面積が狭小で深さが1．0mに満たないこともあり、所定の

手続きを経て、工事立会を実施した。

立会調査は掘削作業に合わせて、平成19年9月25日、10月12日に長瀬治義が行った。
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2．調査内容

掘削された満は長さ21m、幅0．75m、深

さ0．8m程度であり、予想された周濠床面ま

での掘削には至らなかった。最下部に見られ

た黒色土（旧包含層）は、周澤覆土の可能性

も考えられる。

平面・断面ともに遺構は確認されなかった。

3．調査後の措置

遺跡に関連する遺構や遺物は確認できず、

計画通り施工しても問題ない旨を伝えた。

図7　長堀古墳立会位置図（1／2500）

4．文書手続

原因者発　平成19年9月4日付　教文振第108号　　市教委宛　埋蔵文化財発掘届出

市教委発　平成19年9月4日付　教文振第108号の2　県教委宛　同上

県教委発　平成19年9月6日付　社文第33号の126　原因者宛　立会指示通知

市教委発　平成19年10月16日付　教文振第108号の5　県教委宛　立会終了報告

19－5　久々利大平川護岸工事

1．調査原因等

久々利大平地区大平川の護岸工事の掘削作

業をしていたところ、川底付近から陶片が多

数出土したと報告があった。すでに護岸ブ

ロックが設置されている場所もあったが、掘

削作業中の部分で工事立会を実施した。

立会調査は掘削作業に合わせて平成20年　、、

2月28日、同年3月11日に松本茂生が行っ

た。

2．調査内容

川の西側斜面及び隣接する田の畔の一部を　聖教澗

掘削し、川底及び田の埋土の下部で現代のタ　　　図8　久々利立会位置図（1／2500）

イル等が出土しており、カクランを受けてい

ると考えられる。現場で見られたエンゴロや陶片は川の上流から流れ込んだものと考えら

れる。

3．調査後の措置

工事範囲内に遺跡がある可能性は低いため、計画通り施工しても問題ない旨を伝えた。
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20－1　熊野古墳

1．調査原因等

可児市広見地内に所在する県指定史跡熊野古墳（21214－04765）に隣接している部分

で住宅の建設工事が計画され、事前協議がなされた。古墳及び周濠の外側の範囲であると

考えられるが、掘削作業に伴い、工事立会を

実施した。

立会調査は掘削作業に合わせて平成20年

6月16日、10月21日に松本茂生・長江美

和が行った。

2．調査内容

建物部分の基礎工事では0．1m程度の掘削

であり、造成土しからみられず、遺構・遺物

は検出されなかった。また、4ヶ所の掘削抗

の土層は2層であり、熊野古墳を周回する道

の造成及び平坦面の造成時に盛られたと考え

られ、熊野古墳に該当する時期の遺構・遺物

はみられなかった。

図9　熊野古墳立会位置図（1／2500）

3．調査後の措置

遺跡に関連する遺構や遺物は確認できず、計画通り施工しても問題ない旨を伝えた。

4．文書手続

原因者発　平成20年5月21日付　教文振第36号　　　市教委宛　埋蔵文化財発掘届出

市教委発　平成20年5月21日付　教文振第36号の2　県教委宛　同上

県教委発　平成20年5月26日付　社文第4号の57　　原因者宛　立会指示通知

市教委発　平成20年10月22日付　教文振第36号の5　県教委宛　立会終了報告

20－2　土田宿地内

1．調査原因等

可児市土田宿地内において、住宅建設工事が計画され、事前協議がなされた。計画地は

宿遺跡（21214－04703）が所在している場所であるため、試掘調査を実施した。土田宿

地内は対象面積約272Ⅰポのうち調査面積は12Ⅰ滋である。

試掘調査は平成20年9月16日に、松本茂生・長江英和が行った。
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2．調査内容

土田宿地内では調査前の踏査において、少

量の山茶碗片が表探された。調査区内に幅

1．0m、長さ12mのトレンチを設定した。掘

削深度は0．3m程度であり、設定したトレン

チの中では、時期不明のピット、土抗が検出

された。

耕作土中から山茶碗片、土師器片が計27

点出土したが、宿遺跡の時期に該当する遺構・

遣物はみられなかった。

図10　土田福地内位置図（1／2500）

図11土田宿地内試掘平面図（1／100）

3．調査後の措置

遺跡に関連する遺構や遺物は確認できず、計画通り施工しても問題ない旨を伝えた。

4．文書手続

市教委発　平成20年9月19日付　教文振第55号　　県教委宛　試掘終了報告

20－3　川合北二丁目地内

1．調査原因等

可児市川合北二丁目地内において、住宅建設工事が計画され、事前協議がなされた。周

辺に宮之脇遺跡（21214－04717）、宵之脇古墳群が所在している場所であるため、試掘

調査を実施した。川合北二丁目地内は対象面積約13501滋のうち調査面積は44．21滋である。

試掘調査は平成20年10月2日に、松本茂生・長江英和が行った。

2．調査内容

調査区内において南北幅1．0m、長さ14m、東西幅1．0m、長さ31．2mのトレンチを

設定した。掘削渓度は0．5～0．8mであり、地山面付近では部分的に黄色土と耕作土が混
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図12　川合北二丁目地内位置図（1／2500）
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図13　川合北二丁目地内試掘平面図（1／200）、基本層序図（1／40）

3．調査後の措置

縄文時代及び古墳時代に帰属する遺構や遺物がみられないため、計画通り施工しても問

題ない旨を伝えた。

4．文書手続

市教委発　平成20年10月8日付　教文振第68号　　県教委苑　試掘終了報告

－9－



20－4　金山城城下町遺跡

1．調査原因等

可児市兼山地内において個人住宅の建

設工事が計画され、事前協議がなされた。

事業予定地は『岐阜県中世城館跡総合調

査報告書　第3集』に掲載されている

金山城城下町遺跡の範囲内に含まれてい

る。建設予定地の地盤が道路面よりも高

く、掘削深度は0．05m程度であるため、

所定の手続きを経て、工事立会を実施し

た。

立会調査は掘削作業に合わせて、平成

20年10月18日に松本茂生・長江真和

が行った。
図14　兼山地内立会位置図（1／2500）

2．調査内容

建設予定部分全体に0．05m程度の掘削が行われ、掘られた土は運び込まれた造成土で

ある。そのため、遺構面がある場合、その面までは掘削は及んでいない。掘削土内で遺物

の有無を確認したが、近世以降の陶磁器片が数点みられる程度であった。

3．調査後の措置

遺跡に関連する遺構や遣物は確認できず、計画通り施工しても問題ない旨を伝えた。

4．文書手続

原因者発　平成20年10月16日付　教文振第72号　　　市教委宛　埋蔵文化財発掘届出

市教委発　平成20年10月16日付　教文振第72号の2　県教委苑　同上

県教委発　平成20年11月5日付　社文第4号の215　　原因者宛　立会指示通知

市教委発　平成20年11月7日付　教文振第72号の5　県教委苑　立会終了報告

20－5　長山城跡

1．調査原因等

可児市瀬田地内市指定史跡長山城跡（21214－04771）において、展望デッキの設置が

計画され、事前協議がなされた。

工事予定地は本丸跡が所在すると想定される範囲の北側にあり、遺跡周辺の掘削である

ため、所定の手続きを経て、工事立会を実施した。

立会調査は掘削作業に合わせて、平成20年11月5日に松本茂生が行った。
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2．調査内容

基礎工事として予定地を0．6m程度掘削

した。一部では岩盤が露出する部分もみら

れた。堆積土は表土層の下に礫を伴う褐色

土であり、混じりもなく、改変等はされて

いない。

平面・断面ともに遺構・遣物はみられな

かった。

3．調査後の措置

遺跡に関連する遺構や遺物は確認できず、

計画通り施工しても問題ない旨を伝えた。 図15　長山城跡立会位置図（1／2500）

4．文書手続

原因者発　平成20年9月11日付　商第89号　　　　　市教委宛　埋蔵文化財発掘通知

市教委発　平成20年10月16日付　教文振第61号　　　県教委宛　同上

県教委発　平成20年10月22日付　社文第5号の63　　原因者宛　立会指示通知

市教委発　平成20年11月6日付　教文振第61号の3　県教委宛　立会終了報告

20－6　徳野陣屋跡

1．調査原因等

可児市下恵土地内市指定史跡徳野陣屋跡

（21214－04726）において、住宅の建設工

事の事前協議がなされた。

工事予定地は徳野陣屋跡の範囲内、堀の

内側部分である。所定の手続きを経て、工

事立会を実施した。

立会調査は掘削作業に合わせて、平成21

年2月13日に長江真和が行った。

2．調査内容

工事予定地は隣接する道路面よりも高く、

基礎部分の工事として掘削深度は0．8m程

図16　徳野陣屋跡立会位置図（1／2500）

度である。地表面から0．6m程度は黒褐色の造成土であり、その下層も黄褐色の造成土で

ある。徳野陣屋跡の範囲内における他の場所では、掘削深度が地表面から約0．6m程度で

堀の跡が検出されているため、この地点に遺構があった場合、後世の改変により滅失して

いる可能性が考えられる。
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3．調査後の措置

遺跡に関連する遺構や遺物は確認できず、計画通り施工しても問題ない旨を伝えた。

4．文書手続

原因着発　平成21年1月15日付　教文枝第85号　　　市教委苑　埋蔵文化財発掘届出

市教委発　平成21年1月19日付　教文振第85号の2　県教委苑　同上

県教委発　平成21年1月26日付　社文第4号の292　原因者宛　立会指示通知

市教委発　平成21年2月16日付　教文振第85号の5　県教委宛　立会終了報告

20－7　長山城跡

1．調査原因等

可児市瀬田地内市指定史跡長山城跡

（21214－04771）において、テーブル・ベ

ンチの設置が計画され、事前協議がなされ

た。

工事予定地は本丸跡が所在すると想定さ

れる範囲の北側にあり、遺跡周辺地の掘削

であるため、所定の手続きを経て、工事立

会を実施した。

立会調査は掘削作業に合わせて、平成21

年3月23日に長江美和が行った。

2．調査内容 図17　長山城跡立会位置図（1／2500）

設置場所において0．5～0．6mの掘削を

行った。掘削土はアルミ片が混じり、質・色の異なる土が多く混じる。周りの地形からも

不自然に隆起しており、設置場所は後世に造成した部分と考えられる。

平面・断面ともに遺構・遺物はみられなかった。

3．調査後の措置

遺跡に関連する遺構や遺物は確認できず、計画通り施工しても問題ない旨を伝えた。

4．文書手続

原因者発　平成21年3月9日付　商第350号　　　　市教委宛　埋蔵文化財発掘通知

市教委発　平成21年3月11日付　教文振第97号　　　県教委宛　同上

県教委発　平成21年3月18日付　社文第5号の110　原因者宛　立会指示通知

市教委発　平成21年3月27日付　散文振第97号の3　県教委宛　立会終了報告
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21－1　今渡金屋遺跡

1．調査原因等

可児市今渡地内において個人住宅の建設

工事が計画され、事前協議がなされた。

工事予定地は今渡金屋遺跡（21214－

06414）の範囲内に含まれると考えられる

場所であり、掘削深度も深いため、所定の

手続きを経て、試掘調査を実施した。

試掘調査は平成21年9月14日に長江美

和が行った。

2．調査内容

調査地内において東西16m、南北10m、

それぞれ幅1．0mのトレンチを設定した。 図18　今波金屋試掘位置図（1／2500）

設定したトレンチ内ではカクランと時期

不明の溝が2条検出された。溝の一つは深さ0．05mと浅く、もう一方はトレンチの北側、

西側において回っていると思われる。2条とも遺物は伴わないため、時期は不明である。

黒色の畑土からは陶磁器片11点が出土した。

カクラン（三忘忘・孟冨る。）l 

［垂車重］l深さ5cm程度の溝l l 

＼　）　／　　　　＼／l 

／ 

①表土（バラスがひいてある） �� �4ｨ4�8�92�

②造成土 �� ��俛Y�i7�,��$�*ｩ?ﾈ.��

④黒色土（ビニール陶磁器片含む） 

図19　今渡金屋試掘平面図（1／150）、基本層序図（1／40）

－13－



3．調査後の措置

遺跡に関連する遺構や遺物は確認できず、計画通り施工しても問題ない旨を伝えた。

4．文書手続

原因者発　平成21年9月4日付　教文振第54号　　　市教委宛　埋蔵文化財発掘届出

市教委発　平成21年9月7日付　教文振第54号の2　県教委宛　同上

市教委発　平成21年9月17日付　教文振第62号　　　県教委宛　試掘終了報告

県教委発　平成21年9月25日付　社文第10号の200　原因者宛　慎重工事通知

21－2　金山城城下町遺跡

1．調査原因等

可児市兼山地内において個人住宅の建設

工事が計画され、事前協議がなされた。事

業予定地は『岐阜県中世城館跡総合調査報　　ト

告苔　第3集』に掲載されている金山城城

下町遺跡の範囲内に含まれている。基礎工

事はベタ基礎工法で行われるが、以前住宅

が建っていたため、所定の手続きを経て、

工事立会を実施した。

立会調査は掘削作業に合わせて、平成21

年11月17日に長江美和が行った。

図20　兼山地内立会位置図（1／2500）

2．調査内容

住宅建設部分において重機により約0．4mの掘削を行った。堆積土は褐色土に黒色の土

が混じり、改変が受けていることが分かる。土木業者によると、昭和のいつ頃かに大型の

基礎を除去した際に埋め立てを行っているらしい。表面には現代の瓦や磁器の破片がみら

れたが、掘削土に遺物は混じらず、金山城城下町の時期に該当する遺物は検出されなかっ

た。

3．調査後の措置

遺跡に関連する遺構や遺物は確認できず、計画通り施工しても問題ない旨を伝えた。

4．文書手続

原因着発　平成21年9月2日付　散文振第53号　　　市教委宛　埋蔵文化財発掘届出

市教委発　平成21年9月3日付　教文振第53号の2　県教委宛　同上

県教委発　平成21年9月8日付　社文第10号の178　原因者宛　立会指示通知

市教委発　平成21年11月19日付　教文振第53号の4　県教委宛　立会終了報告
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21－3　柿田遺跡

1．調査原因等

可児市柿田地内において「道の駅」建設

が計画され、事前協議がなされた。

事業予定地は周知の埋蔵文化財包蔵地で

ある柿田遺跡（21214－08846）に隣接して

おり、過去の調査から予定地が柿田遺跡の
一部に含まれる可能性が高いと考えられた

ため、所定の手続きを経て、試掘調査を実

施した。

試掘調査は平成21年7月6日～7月17

日の間に松本茂生が行った。

図21柿田遺跡試掘位置図（1／2500）

2．調査内容

建設予定地内に東西幅2．0m、長さ16．4m、南北幅2．0m、長さ19．6mのトレンチを

設定した。掘削深度約1．0mの地点で旧水田面が確認され、水田面上からは山茶碗片数点

と現代の陶片、瓦片が出土した。南北トレンチ内では溝状遺構が2ヶ所で検出され、杭と

思われる木片も数ヶ所で出土している。

3．調査後の措置

予定地内の南北トレンチ内では、溝状遺構等林田遺跡に関連する遺構や遺物が確認され

たため、南北トレンチを拡張するように試掘調査に続き、本発掘調査を行った。本発掘調

査の内容については今後の報告書に譲る。

4．文書手続

原因者発　平成21年7月13日付　商第70号　　　　　市教委宛　埋蔵文化財発掘通知

市教委発　平成21年7月16日付　教文振第46号の2　県教委宛　同上

市教委発　平成21年7月24日付　教文振第48号　　　県教委宛　試掘終了報告
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図版2

19－1　金山城城下町遺跡

基礎工事部分（西より）

19－2　土田宿・堀口地内

柱状改良風景

基礎工事部分断面（西より）

トレンチ完掘全景（南より）
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図版3

自然流路跡（南より）

土田堀口地内試掘前（南より）

19－3　千村家屋敷跡

自然流路跡断面（東より）

トレンチ完掘全景（北より）
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図版4

19－4　長塚古墳

掘削溝全景（西より）

19－5　久々利大平川護岸工事

護岸工事部分全景（南より）

護岸工事部分断面（西より）

既設建物の基礎下、旧包含層（西より）

護岸工事部分断面（西より）
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図版5

20－1　熊野古墳

住宅部分基礎工事風景（北より）

古墳と住宅の間の掘削4ヶ所（北より）

古墳側掘削ヶ所断面（東より） 住宅側掘削ヶ所断面（西より）
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図版6

20－2　土田宿地内

調査前（北より）

トレンチ東壁断面（南西より）

ピット・土坑検出状況（北より）
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図版7

20－3　川合北二丁目地内

東西トレンチ東部分（西より） 南北トレンチ全景（南より）

－22－



図版8

20－4　金山城城下町遺跡

掘削後（西より）

20－5　長山城跡

展望デッキ設置部分（南より）

岩盤雷出部分（東より）

基礎掘削部分断面（東より）

基礎掘削部分平面（南より）
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図版9

20－6　徳野陣屋跡

掘削状況断面（西より）

20t7　長山城跡

掘削状況断面（南より）

21－1今渡金屋遺跡

試掘調査前（南より）

掘削状況底面（東より）

南北トレンチ検出面（北より）

－24－



図版10

東西トレンチ検出面（西より）

21－2　金山城城下町遺跡

21－3　柿田遺跡

試掘調査前（南より）

一25

中央交差付近断面（南より）

基礎掘削部分（東より）

南北トレンチ全景（南より）



図版11

北側溝状遺構内木杭（西より）

重機作業風景

南北トレンチ内北側溝状遺構（南より）

南北トレンチ南側溝状遺構（南より）

東西トレンチ東端深掘部分（南より）
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図版12
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平成19年度土田宿地内遣物

平成19年度土田堀口地内遣物

平成20年度川合北二丁目地内遣物

平成19年度土田福地内実測遺物

平成20年度土田宿地内遣物
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